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中村そう一郎　プロフィール　昭和３８年生まれ
鎌倉市立山崎小学校・玉縄中学校、神奈川県立鎌倉高校（柔道部）
駒沢大学法学部卒業　平成１３年鎌倉市議会選挙初当選（５期連続当選）
副議長・監査委員・予算・決算特別委員長・常任委員長などを歴任し、
平成２５年～２７年　第６０代議長　平成３０年～令和元年　第６４代議長就任
茶道裏千家淡交会鎌倉支部常任幹事　鎌倉大船ロータリークラブ元会長
ＮＰＯ法人鎌倉市市民活動センター運営会議元副理事長
ボーイスカウト鎌倉第５団団委員長　鎌倉ＪＣシニアクラブ元会長

【あさお慶一郎（以下　浅尾）】
中村さんが市議会議員になられて 20年になりますが、どの
ように振り返りますか？ 

【中村そう一郎（以下　中村）】
まちの将来像を展望し、次世代に夢を持たせられるような
未来のために活動してきましたが、一方でここ数年感じる
のは、物事の価値観の変化が著しいことです。さらに昨年
からの感染症の拡大で、緊急性を要する課題解決にも取り
組まなければいけないと思っています。

【浅尾】
そうですね、ウイズコロナ・アフターコロナということば
が示すようにすぐ効果を出さなければいけない対処と長期
的な対応の両方が求められています。

【中村】
特にコロナ対応については、国や県の動向と連携する必要
もありますが、浅尾さんの経済起死回生策として、日銀の
保有株の活用には非常に興味を持ちました。

【浅尾】
国民ひとりあたり 25 万円相当の株式を配分し、困っている
人は売却し、消費を活性化する。お金持ちが売却しても
マイナンバーで管理し税金で回収するという案です。

【中村】
この難局を乗り越えるためには、浅尾さんのような大胆な
発想が必要だと感じています。鎌倉でも多くの産業が打撃
を受けています。また、子供たちが思うように学校行事や
部活動などができていない現状があります。

【浅尾】
鎌倉の未来のためには今どんなことが必要であると思い
ますか。

【中村】
鎌倉は国から SDGｓ未来都市に選定されるなど、持続可能
なまちづくりを目指しています。これからの社会は、経済・
社会・環境の三つの側面をバランスよく発展させることが
必要です。もともと市民意識が高い鎌倉ですが、市民や
企業の方々にもこうした考え方をさらに広めてもらうこと
で、課題解決に向けた一歩が進められると思います。その
ために、行政や議会が市民の皆様の声を活かしていくこと
が地域の活性化につながっていくと思います。

対　談 あさお慶一郎×中村そう一郎

「鎌倉の未来のために」

中村そう一郎中村そう一郎



● 山崎こもれびプールの設置〈１期目〉

● 医師会の協力を得て産科の設立〈2 期目〉

● 議員定数 2 名減員〈３期目〉

● プレミアム商品券の発行〈３～ 4 期目〉

● 中学校給食の導入〈４期目〉

● 歴史文化交流センターの開設〈4 期目〉

● 学校冷房設備の設置・トイレ改修〈４～５期目〉

● 湘南モノレールのバリアフリー化〈４～５期目〉

実現できた
これまでの
取り組み

中村
そう一郎

中村そう一郎　これからの取り組み

皆様のご意見などありましたらお知らせください。
鎌倉市台3-3-19-1001
［電　話］　0467-44-1936
［e-mail］　soichiro@mvh.biglobe.ne.jp

連絡先
中村そう一郎　公式ウェブサイト
nakamuraso.com

中村そう一郎 検索

鎌倉の未来のため、
誰もが輝き、活力あふれ、
安心・安全なまちづくりを

目指します。

障がい者福祉の充実を
▶就労支援・社会参加の推進、
　関係団体の活動支援

誰もが輝ける
まちづくり

子供たちが健やかに成長
できる環境づくりを

▶待機児童の解消・教育環境の整備

▶人生 100 年時代に必要な
　福祉サービスの仕組みづくり

高齢者が安心して暮らせる
施策の実施

大船・深沢地域の整備
▶大船駅東口の再開発・深沢地域の
　健康的な新たなまちづくり

活力あふれる
まちづくり

農業・漁業・商工業
などの産業振興

▶コロナ禍で冷え込んだ経済の
　再生・各産業の環境整備

▶鎌倉の魅力・ブランド力を活用

文化・歴史を活かした
まちづくり

行政改革・議会改革
▶価値観の多様性・市民のニーズ
　への対応力の向上

地域のつながりの充実
▶地域のコミュニティ力の向上・
　多様化、複雑化する相談への対応・
　共生社会の実現

安心・安全な
まちづくり

感染症・自然災害・防犯
などへの対策

▶ワクチン接種希望者への対応・
　風 水 害 な ど に よ る 土 砂 災 害 の
　防止・防犯カメラなどの設置助成


